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近
畿
部
会
の
定
期
総
会
で
は
、

新
会
長
に
中
野
広
也
・
柏
原
市
議

会
議
長
が
選
任
さ
れ
る
と
と
も

に
、
会
長
提
出
議
案
で
あ
る
平
成

１８
年
度
会
計
予
算
が
審
議
、
了
承

さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
岡
本
幾
子
・
大
阪

教
育
大
学
教
授
に
よ
る
「
環
境
問

題
と
エ
コ
ラ
イ
フ
」
と
題
す
る
講

演
が
行
わ
れ
た
。

東
海
部
会
で
は
、
新
会
長
に
伊

東
稔
浩
・
静
岡
市
議
会
議
長
が
選

任
さ
れ
た
ほ
か
、
会
長
提
出
議
案

や
各
県
市
議
会
議
長
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
要
望
議
案
を
審
議
、
可
決

し
た
。

こ
の
要
望
議
案
の
う
ち
、
本
会

定
期
総
会
に
提
出
す
る
議
案
と
し

て
「
防
災
対
策
の
充
実
強
化
」「
合

併
特
例
債
及
び
補
助
金
の
運
用
」

「
市
町
村
に
よ
る
児
童
相
談
体
制

の
充
実
」
の
３
件
を
決
定
す
る
と

と
も
に
、
予
備
議
案
１
件
を
決
定

し
た
。

各
部
会
総
会
で
可
決
さ
れ
た
要

望
議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
件
以
内

を
来
る
５
月
２４
日
開
催
の
第
８２
回

本
会
定
期
総
会
に
提
出
。
審
議
、

議
決
さ
れ
た
後

に
７
月
の
理
事

会
で
、
地
方
行

政
、地
方
財
政
、

社
会
文
教
、
産

業
経
済
、
建
設

運
輸
の
５
委
員
会
に
付
託
さ
れ

る
。各

委
員
会
で
は
要
望
書
に
取
り

ま
と
め
、
要
望
実
現
に
向
け
政
府

を
は
じ
め
関
係
方
面
へ
運
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

こ
の
ほ
か
東
北
部
会
な
ど
７
部

会
の
定
期
総
会
は
、
４
月
中
旬
か

ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
順
次
開
催

さ
れ
る
。

新
年
度
を
迎
え
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
９
部
会
の
定
期
総
会
が

相
次
い
で
開
か
れ
て
い
る
。
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
近
畿
部
会
が
４
月

１３
日
に
柏
原
市
で
、
東
海
部
会
が
１８
日
に
静
岡
市
で
そ
れ
ぞ
れ
総
会

を
開
き
、
新
会
長
を
は
じ
め
新
役
員
を
選
任
し
た
ほ
か
、
要
望
議
案

等
の
審
議
を
行
っ
た
。

地方自治危機突破総決起大会
５月３１日、東京・九段会館で開催

本会など地方六団体で構成する地方自治確立対策協議会
は、地方分権推進連盟との共催により、５月３１日、「地方
自治危機突破総決起大会」を下記のとおり開催いたします。
地方分権改革を推進するうえでは、税源移譲、一般財源
の総額確保を実現し、安定した地方税財政基盤を構築する
ことが重要な課題となっています。今大会は、地方の厳し
い財政状況の打破と未完の地方分権改革を強力に推進する
ため、一致団結し関係方面へ強く訴えることを目的として
います。大会終了後には、政府・国会などに対する実行運
動も予定しています。議長各位のご参加をお願いいたしま
す。
なお、開催案内は近日中に役員市等の議長宛てに送付い
たします。

記
◆日 時：平成１８年５月３１日（水）１２：００～１３：００
◆場 所：九段会館ホール

（東京都千代田区九段南１－６－５）
◆出席者：地方公共団体関係者 約１，０００人

（都道府県知事、都道府県議会議長、
市長村長、市町村議会議長ほか）

◆申込み：送付の出欠報告書にて
◆問合せ：全国市議会議長会 担当：政務第一部

TEL ０３（３２６２）５２３５ FAX ０３（３２６３）５７５１

市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長
�

国
松
誠
・
藤
沢
市
議
会
議
長
）
、

都
道
府
県
議
会
議
員
共
済
会
、
町

村
議
会
議
員
共
済
会
の
三
共
済
会

は
４
月
１３
日
、
地
方
公
務
員
等
共

済
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
の
早
期
成
立
を
求
め
要
望
運

動
を
実
施
し
た
。

要
望
は
、
自
由
民
主
党
の
武
部

勤
・
幹
事
長
を
は
じ
め
久
間
章
生

・
総
務
会
長
、
青
木
幹
雄
・
参
議

院
議
員
会
長
、
片
山
虎
之
助
・
参

議
院
幹
事
長
ら
与
党
幹
部
に
行
っ

た
。同

改
正
法
案
は
、
去
る
２
月
に

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
地
方
議
会
議

員
年
金
制
度
検
討
会
報
告
�
本
紙

第
１
６
０
９
号
参
照
�
を
踏
ま
え

た
も
の
。
市
町
村
合
併
の
急
速
な

進
展
等
に
よ
る
会
員
減
少
や
退
職

年
金
受
給
者
増
加
な
ど
の
影
響

で
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
議

員
年
金
制
度
の
長
期
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

同
改
正
法
案
は
、
３
月
７
日
に

今
通
常
国
会
へ
提
出
さ
れ
て
い

る
。
（
要
望
の
全
文
は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1614号４月２５日平成18年
（2006年）

近近
畿畿
、、東東
海海

部部
会会
総総
会会
はは
じじ
まま
るる

要
望
議
案
な
ど
審
議

議議
員員
年年
金金
改改
正正
法法
案案

のの
早早
期期
成成
立立
をを
要要
望望

三
共
済
会

伊東稔浩・東海議長会
会長（静岡市）

中野広也・近畿議長会
会長（柏原市）

大竹 邦実

（１） 平成１８年４月２５日 第１６１４号
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全
国
市
議
会
議
長
会
の
国
松
誠

会
長
（
藤
沢
市
議
会
議
長
）
を
は

じ
め
地
方
六
団
体
の
代
表
は
、
４

月
１２
日
に
総
務
省
で
開
催
さ
れ
た

地
方
分
権
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談

会
（
総
務
大
臣
の
私
的
機
関
）
に

出
席
。
同
懇
談
会
座
長
の
大
田
弘

子
・
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授

や
小
早
川
光
郎
・
東
京
大
学
大
学

院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
ら
各

委
員
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
国
松
誠
会
長
が
「
地

方
は
市
町
村
合
併
の
推
進
に
よ

り
、
議
員
数
や
議
員
報
酬
の
大
幅

な
削
減
を
図
る
な
ど
、
自
己
改
革

を
行
っ
て
い
る
」
と
、
こ
れ
ま
で

の
地
方
の
行
革
努
力
を
強
調
。
そ

の
う
え
で
「
地
方
が
率
先
し
て
行

政
改
革
に
取
り
組
む
な
か
、
国
も

積
極
的
に
行
財
政
の
ス
リ
ム
化
を

図
る
べ
き
」
と
主
張
し
た
。

ま
た
、
同
懇
談
会
が
検
討
を
進

め
て
い
る
破
綻
法
制
の
制
度
設

計
、
財
務
監
査
や
財
政
再
建
を
行

う
第
三
者
機
関
の
設
置
な
ど
に
つ

い
て
も
慎
重
に
検
討
す
る
よ
う
求

め
た
。

こ
の
ほ
か
、
石
井
正
弘
・
岡
山

県
知
事
が
、
「
地
方
分
権
改
革
の

進
め
方
」
に
つ
い
て
、
地
方
六
団

体
の
考
え
を
同
懇
談
会
に
示
し
、

地
方
税
の
充
実
強
化
や
地
方
交
付

税
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
地

方
の
意
見
を
尊
重
し
検
討
す
る
よ

う
求
め
た
。

本
会
の
福
永
稔
・
副
会
長（
甲

府
市
議
会
議
長
）
ら
地
方
六
団
体

代
表
は
４
月
１３
日
、
総
務
省
内
で

開
か
れ
た
竹
中
平
蔵
・
総
務
大
臣

と
の
会
合
に
出
席
し
、
地
方
財
政

に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

冒
頭
、
竹
中
大
臣
は
、
経
済
財

政
諮
問
会
議
等
で
議
論
さ
れ
て
い

る
国
と
地
方
の
歳
出
・
歳
入
一
体

改
革
に
つ
い
て
「
こ
れ
か
ら
山
場

を
迎
え
る
な
か
、
国
・
地
方
の
双

方
が
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ

き
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
六
団
体
は
、
同
改

革
を
進
め
る
に
当
た
り
、
地
方
の

考
え
方
や
主
張
を
十
分
踏
ま
え
議

論
を
進
め
る
よ
う
求
め
た
。

ま
た
当
日
は
、
今
通
常
国
会
に

提
出
さ
れ
た
行
政
改
革
推
進
法
案

に
、
平
成
２０
年
度
で
公
営
企
業
金

融
公
庫
を
廃
止
す
る
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
を
受
け
、
六
団
体

が
「
政
策
金
融
改
革
に
関
す
る
緊

急
意
見
」
�
要
旨
別
掲
�
を
取
り

ま
と
め
、
関
係
方
面
に
要
望
運
動

を
実
施
し
た
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
中
畑
恒
雄
・

小
樽
市
議
会
議
長
）
は
、
４
月
１２

日
、
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
正
副
会
長

・
監
事
・
相
談
役
会
議
を
開
催
。１８

年
度
予
算
案
等
を
了
承
す
る
と
と

も
に
、
５
月
１１
日
の
総
会
に
提
出

す
る
決
議
案
を
ま
と
め
た
。

決
議
案
に
は
、
自
治
体
病
院
の

社
会
的
使
命
が
達
成
さ
れ
地
域
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
▽
自
治
体
病
院
に
係
る
地
方

交
付
税
措
置
や
病
院
事
業
債
の
充

実
強
化
▽
地
域
医
療
を
担
う
医
師

の
確
保
対
策
の
充
実
▽
技
術
料
を

中
心
と
し
た
社
会
保
険
診
療
報
酬

体
系
の
実
現
―
―
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
。

当
日
は
、
総
務
省
の
大
西
秀
人

・
地
域
企
業
経
営
企
画
室
長
が

「
自
治
体
病
院
経
営
の
現
状
と
課

題
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

政策金融改革に関する緊急意見（要旨）

３月１０日、「行政改革推進法案」が閣議決定された。この法案で
は、公営企業金融公庫は、『平成２０年度において、廃止するもの』
とされ、地方公共団体のための資金調達を同公庫により行う仕組み
は、『資本市場からの資金調達その他金融取引を活用して行う仕組
みに移行させる』とされた。また、政府は、『移行の後の仕組みの
ために必要な財政基盤を確保するための措置を講ずる』としている。
地方公共団体向けの財政融資資金については、新しい仕組みへの『移
行の状況を見極めつつ、段階的に縮減する』とされている。
現在、公営企業金融公庫が廃止された後の新たな組織がどのよう
なものになるのか、具体的に未だ示されていない。このため、今後
の資金調達のあり方等について多くの地方公共団体が非常に不安を
感じている。
よって、国は、今後、地方公共団体の意見を十分に踏まえ、以下
の内容を実現するよう強く要請する。

記

１．住民生活に欠かせない上・下水道、交通、病院をはじめとする
公共施設整備が円滑に実施できるよう、長期・低利の資金を安定的
に供給する共同債券発行機能を引き続き確保すること。
２．上記の機能を十分に果たすため、必要な財政基盤を確保できる
よう、現在の公庫の財務基盤（債券借換損失引当金、公営企業健全
化基金等）については、新たな組織に確実に継承させること。
３．これらを可能とするため、新たな法的枠組みを構築すること。

平成１８年４月１３日 地方六団体

２２１１
世世
紀紀
ビビ
ジジ
ョョ
ンン
懇懇
談談
会会

とと
意意
見見
交交
換換

――
六六
団団
体体

地地
方方
財財
政政
にに
関関
しし

総総
務務
大大
臣臣
とと
会会
合合
六団体

総総
会会
決決
議議
案案
まま
とと
めめ
るる

病
院
協
役
員
会 会合に出席する福永副会長（甲府市、右手前）

意見交換のもよう。左手前は国松会長

あいさつする中畑病院協会長

第１６１４号 平成１８年４月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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議
会
所
在
地
変
更

行

事

予

定
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総
務
省
は
３
月
２９
日
、
「
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長

の
所
属
党
派
別
人
員
調
等
」
を
発

表
し
た
。
こ
れ
は
１７
年
１２
月
３１
日

現
在
在
職
す
る
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の

立
候
補
届
出
時
に
お
け
る
所
属
党

派
を
ま
と
め
た
も
の
。

調
べ
に
よ
る
と
、
全
国
の
市
議

会
議
員
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下

同
じ
）
の
定
数
合
計
は
、
２
万
４

７
４
４
人
で
前
年
よ
り
３
５
９
３

人
増
え
て
い
る
一
方
、
町
村
議
会

議
員
の
定
数
合
計
は
、
前
年
よ
り

１
万
１
８
９
５
人
減
っ
て
２
万
１

７
５
３
人
と
な
っ
て
い
る
。

市
議
会
議
員
の
所
属
党
派
別
を

み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
無
所
属

（
政
党
や
政
治
団
体
に
所
属
さ
な

い
者
）
の
１
万
６
７
２
３
人
で
、

定
数
合
計
に
占
め
る
割
合
は
６７
・

６
％
、
前
年
よ
り
３
・
８
ポ
イ

ン
ト

増
と

な
っ
て
い
る
。
次
い
で
公
明
党

２
３
７
８
人
（
定

数

の
９
・
６

％
）
、
日
本
共
産
党
２
１
６
２
人

（
同
８
・
７
％
）、
自
由
民
主
党
１

８
１
９
人（
同
７
・
４
％
）、
民
主

党
６
９
６
人（
同
２
・
８
％
）の
順

と
な
る
�
右
表
参
照
。

女女
性性
のの
３３５５
％％「「
無無
所所
属属
」」

全
国
の
女
性
市
議
数
は
２
７
０

４
人
で
、
前
年
よ
り
１
９
９
人
増

え
て
い
る
が
、
全
市
議
数
に
占
め

る
割
合
は
１
ポ
イ

ン
ト

減
の
１１
・
０
％
と

な
っ
て
い
る
�
左
表
参
照
。

所
属
党
派
別
に
み
る
と
、
無
所

属
の
９
３
６
人
が
最
多
で
、
全
女

性
市
議
の
３４
・
６
％
。
次
い
で
日

本
共
産
党
７
７
４
人
、
公
明
党
６

４
９
人
、
諸
派
１
５
８
人
の
順
。

女
性
市
議
の
占
め
る
割
合
が
高

い
党
派
は
、
諸
派
６３
・
５
％
、
日

本
共
産
党
３５
・
８
％
、
公
明
党
２７

・
３
％
な
ど
で
あ
る
。

（財）東京市政調査会

第１３回『都市問題』公開講座

ローカル・マニフェストは
自治体政治を変えるか

第１３回「都市問題」公開講座は、「ローカル・マニフェストは自
治体政治を変えるか」をテーマとして、下記の日程で開催します。
現在、ローカル・マニフェストは自治体選挙での首長選択の有力な
判断基準となりつつあります。ローカル・マニフェストは自治体政
治をどのように変えたのか。自治・分権型の自治体政治を一段と切
り拓くために何が問われているのか。幅広く検証したいと思います。
多数の方々のご参加をお待ちしております。

◎基調講演
石田 芳弘氏（犬山市長、ローカル・マニフェスト推進首長連盟共同代表）
◎パネルディスカッション
パネリスト
相澤弥一郎氏（日本青年会議所国民主権確立特別委員会委員長）
逢坂 誠二氏（衆議院議員、前北海道ニセコ町長）
長谷川朝惠氏（かながわローカル・マニフェスト推進ネットワーク副代表）
前田 和敬氏（社会経済生産性本部政治改革推進部長、２１世紀臨調事務局長）
コーディネーター：新藤 宗幸氏（千葉大学教授）

記

◆日 時：平成１８年６月３日（土）１３：３０～１６：３０
◆場 所：日本プレスセンター１０階ホール

（東京都千代田区内幸町２‐２‐１）
◆参 加 費：無料
◆申 込 み：東京市政調査会ホームページで

（http : //www.timr.or.jp）
◆申込期限：平成１８年５月２６日（金）

（満席となり次第、受付終了）
◆問 合 せ：（財）東京市政調査会 研究室

TEL ０３（３５９１）１２６１

▽
い
な
べ
市
（
三
重
県
）

〒
５
１
１
―
０
２
９
２

い
な
べ
市
大
安
町
大
井
田
２
７
０

５
番
地

TEL
０
５
９
４
（
７
８
）
３
５
１
５

FAX
０
５
９
４
（
７
８
）
３
５
１
６

▽
５
月
１１
日

全
国
自
治
体
病
院

経
営
都
市
議
会
協
議
会
�
理
事

会（
午
前
１１
時
半
、
九
段
会
館
）

・
総
会
（
午
後
１
時
、
同
）

▽
５
月
１８
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
（
午
後
１
時

半
、
小
松
市
）

▽
５
月
２３
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
部
会
長
会
議
（
午
前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
理
事

会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

お
知
ら
せ

本
紙
５
月
５
日
付
第
１

６
１
５
号
は
、
第
１
６
１

６
号
と
併
せ
、
５
月
１５
日

付
第
１
６
１
５
・
１
６
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

市議会議員の所属党派別人員調
単位：人（％）

平成１６年１２月

２，２５６（１０．７）

１，９９４（９．４）

１，８３５（８．７）

６６３（３．１）

４３９（２．１）

２７（０．１）

２５１（１．２）

１３，４８４（６３．８）

２０，９４９

２０２（１．０）

２１，１５１（１００．０）

（注）構成比は、小数点以下第二位を四捨五入

平成１７年１２月

２，３７８（９．６）

２，１６２（８．７）

１，８１９（７．４）

６９６（２．８）

４３５（１．８）

２４（０．１）

２４９（１．０）

１６，７２３（６７．６）

２４，４８６

２５８（１．０）

２４，７４４（１００．０）

党 派

公 明 党

日本共産党

自由民主党

民 主 党

社会民主党

自 由 党

諸 派

無 所 属

計

欠 員

定 数 合 計

市市議議「「無無所所属属」」がが６６８８％％
所属党派調べ―総務省

（３） 平成１８年４月２５日 第１６１４号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



議議

会会

人人

事事

▼
議
長

▽
輪
島

中
山

勝（
２
・
８
）

▽
志
布
志

谷
口
松
生（
２
・
２１
）

▽
長
浜

押
谷
憲
雄（
２
・
２２
）

▽
小
城

南
里
和
幸（
３
・
１
）

▽
南
丹

高
橋
芳
治（
３
・
２
）

▽
豊
後
高
田

菅

健
雄（
３
・
２０
）

▽
富
山

松
本
弘
行（
３
・
２２
）

▽
入
間

鹿
倉
貞
二（
３
・
２２
）

▽
飛
�

松
山
一
夫（
３
・
２２
）

▽
豊
前

秋
成
茂
信（
３
・
２２
）

▽
土
浦

折
本

明（
３
・
２３
）

▽
坂
東

金
久
保
幸
男（
３
・
２３
）

▽
八
戸

坂
本
美
洋（
３
・
２４
）

▽
金
沢

的
場
豊
征（
３
・
２４
）

▽
篠
山

小
林
正
典（
３
・
２４
）

▽
奄
美

前
田
幸
男（
３
・
２４
）

▽
佐
渡

梅
澤
雅
�（
３
・
２８
）

▽
真
庭

池
田
正
行（
３
・
２８
）

▽
朝
倉

手
嶋
栄
治（
３
・
２８
）

▽
長
崎

山
口

博（
３
・
２８
）

▽
富
津

嶋
田
政
市（
３
・
２９
）

▽
宮
若

遠
藤
嘉
昭（
３
・
２９
）

▽
木
更
津

平
野
秀
樹（
３
・
３０
）

▼
副
議
長

▽
輪
島

椿
原
正
洋（
２
・
８
）

▽
志
布
志

福
重
彰
史（
２
・
２１
）

▽
長
浜

吉
川
富
雄（
２
・
２２
）

▽
小
城

北
島
文
孝（
３
・
１
）

▽
南
丹

村
田
正
夫（
３
・
２
）

▽
さ
く
ら

中
山
昭
三（
３
・
１７
）

▽
別
府

吉
冨
英
三
郎（
３
・
１７
）

▽
豊
後
高
田

河
野
徳
久（
３
・
２０
）

▽
富
山

笹
木
豊
一（
３
・
２２
）

▽
入
間

宮
岡
治
郎（
３
・
２２
）

▽
飛
�

深
田
直
彦（
３
・
２２
）

▽
豊
前

中
村
勇
希（
３
・
２２
）

▽
土
浦

川
口
玉
留（
３
・
２３
）

▽
坂
東

渡
辺

昇（
３
・
２３
）

▽
室
戸

堺
喜
久
美（
３
・
２３
）

▽
中
津

安
藤
豊
治（
３
・
２３
）

▽
八
戸

越
後
賢
司（
３
・
２４
）

▽
金
沢

東
出
文
代（
３
・
２４
）

▽
富
士
見

深
井
平
次（
３
・
２４
）

▽
篠
山

市
野
忠
志（
３
・
２４
）

▽
鹿
島

吉
田
正
明（
３
・
２４
）

▽
奄
美

奈
良
博
光（
３
・
２４
）

▽
佐
渡

金
子
克
己（
３
・
２８
）

▽
真
庭

金
谷
光
二（
３
・
２８
）

▽
朝
倉

吉
松
和
助（
３
・
２８
）

▽
長
崎

福
島
満
徳（
３
・
２８
）

▽
宮
若

塩
川
恭
子（
３
・
２９
）

▽
木
更
津

鈴
木
日
出
男（
３
・
３０
）

▼
事
務
局
長

▽
輪
島

田
中
直
人（
２
・
１
）

▽
志
布
志

徳
重
昭
一（
２
・
２１
）

▽
長
浜

川
�
節
夫（
２
・
２２
）

▽
南
丹

勝
山
秀
良（
３
・
２
）

▽
日
光

渡
辺
幸
雄（
３
・
２０
）

▽
朝
倉

柴
山
勇
次（
３
・
２８
）

▽
国
東

長
木
善
成（
３
・
３１
）

▽
札
幌

小
島
信
行（
４
・
１
）

▽
夕
張

有
馬
真
一（
４
・
１
）

▽
網
走

吉
野

守（
４
・
１
）

▽
歌
志
内

加
津

武（
４
・
１
）

▽
深
川

齋
藤
政
友（
４
・
１
）

▽
八
戸

野
坂

哲（
４
・
１
）

▽
十
和
田

成
田
秀
男（
４
・
１
）

▽
三
沢

小
比
類
巻

薫（
４
・
１
）

▽
む
つ

小
島
昭
夫（
４
・
１
）

▽
花
巻

高
橋
通
義（
４
・
１
）

▽
角
田

菅
野

健（
４
・
１
）

▽
秋
田

浅
野
三
基
夫（
４
・
１
）

▽
男
鹿

今
泉
金
正（
４
・
１
）

▽
湯
沢

榎
本
真
一（
４
・
１
）

▽
米
沢

大
竹
正
家（
４
・
１
）

▽
酒
田

佐
藤
哲
雄（
４
・
１
）

▽
寒
河
江

鹿
間

康（
４
・
１
）

▽
尾
花
沢

笹
原

登（
４
・
１
）

▽
南
陽

佐
藤
正
昌（
４
・
１
）

▽
南
相
馬

田
中
義
之（
４
・
１
）

▽
二
本
松

菅
野
光
夫（
４
・
１
）

▽
長
岡

島
岡
貞
雄（
４
・
１
）

▽
上
越

片
岡

明（
４
・
１
）

▽
十
日
町

村
山

潤（
４
・
１
）

▽
五
泉

丸
山
伸
夫（
４
・
１
）

▽
佐
渡

山
田
富
巳
夫（
４
・
１
）

▽
小
矢
部

下
川

章（
４
・
１
）

▽
七
尾

大
松
博
一（
４
・
１
）

▽
小
松

茂
岩

茂（
４
・
１
）

▽
白
山

日
野
賢
治（
４
・
１
）

▽
敦
賀

山
本

繁（
４
・
１
）

▽
大
野

下
河
育
太（
４
・
１
）

▽
�
江

岡
山
和
市（
４
・
１
）

▽
諏
訪

小
松
重
一（
４
・
１
）

▽
小
諸

柏
木
信
之（
４
・
１
）

▽
青
梅

福
岡
良
正（
４
・
１
）

▽
町
田

五
十
嵐

隆（
４
・
１
）

▽
国
分
寺

峯
岸
桂
一（
４
・
１
）

▽
清
瀬

後
藤
知
幸（
４
・
１
）

▽
江
東

岡
部
正
道（
４
・
１
）

▽
杉
並

山
本
宗
之（
４
・
１
）

▽
足
立

西
條
直
樹（
４
・
１
）

▽
川
崎

小
貫
修
一（
４
・
１
）

▽
横
須
賀

桑
名
義
則（
４
・
１
）

▽
小
田
原

内
野
�
男（
４
・
１
）

▽
�
子

柏
村

淳（
４
・
１
）

▽
南
足
柄

鎌
田
雅
博（
４
・
１
）

▽
綾
瀬

樋
口
賢
一（
４
・
１
）

▽
大
月

幡
野
好
美（
４
・
１
）

▽
甲
斐

植
松
芳
俊（
４
・
１
）

▽
土
浦

中
川
新
衛（
４
・
１
）

▽
高
萩

鈴
木
修
司（
４
・
１
）

▽
鉾
田

戸
島
光
儀（
４
・
１
）

▽
小
山

神
田
昇
一（
４
・
１
）

▽
加
須

野
中
一
男（
４
・
１
）

▽
狭
山

小
澤
勝
美（
４
・
１
）

▽
鴻
巣

榎
本
一
眞（
４
・
１
）

▽
深
谷

森

利
明（
４
・
１
）

▽
戸
田

山
田
一
彦（
４
・
１
）

▽
八
潮

豊
田
貞
男（
４
・
１
）

▽
三
郷

千
ヶ
�
弘
司（
４
・
１
）

▽
千
葉

松
本
光
司（
４
・
１
）

▽
市
原

�
澤
勇
夫（
４
・
１
）

▽
流
山

北
村
一
郎（
４
・
１
）

▽
我
孫
子

尾
井
川

一（
４
・
１
）

▽
鴨
川

平
野
重
敏（
４
・
１
）

▽
君
津

溝
口

進（
４
・
１
）

▽
浦
安

村
田
彰
義（
４
・
１
）

▽
四
街
道

林
田
邦
男（
４
・
１
）

▽
八
街

山
本
朝
光（
４
・
１
）

▽
富
里

今
井
清
治（
４
・
１
）

▽
静
岡

上
原
安
夫（
４
・
１
）

▽
富
士
宮

吉
野
裕
彦（
４
・
１
）

▽
島
田

増
田
哲
夫（
４
・
１
）

▽
御
殿
場

勝
又
章
芳（
４
・
１
）

▽
裾
野

清
水
信
夫（
４
・
１
）

▽
湖
西

渡
邉

貢（
４
・
１
）

▽
伊
豆

井
上
清
蔵（
４
・
１
）

▽
半
田

宮
崎
泰
保（
４
・
１
）

▽
西
尾

鈴
木
英
昭（
４
・
１
）

▽
蒲
郡

佐
藤
和
男（
４
・
１
）

▽
新
城

小
林
二
三
夫（
４
・
１
）

▽
岩
倉

大
西
富
美
男（
４
・
１
）

▽
田
原

加
子

勉（
４
・
１
）

▽
尾
鷲

吉
澤
寿
朗（
４
・
１
）

▽
亀
山

西
川
省
三（
４
・
１
）

▽
千
曲

赤
沼
義
敏（
４
・
１
）

▽
志
摩

井
上

司（
４
・
１
）

▽
美
濃

吉
田
金
義（
４
・
１
）

▽
恵
那

伊
藤
常
光（
４
・
１
）

▽
土
岐

浜
島
知
典（
４
・
１
）

▽
山
県

舩
戸
時
夫（
４
・
１
）

▽
飛
�

白
川
修
平（
４
・
１
）

▽
岸
和
田

西
田
義
則（
４
・
１
）

▽
東
大
阪

木
村
康
郎（
４
・
１
）

▽
池
田

中
西
教
章（
４
・
１
）

▽
八
尾

森
田
保
次（
４
・
１
）

▽
富
田
林

道
籏
安
幸（
４
・
１
）

▽
箕
面

中
腰
勇
雄（
４
・
１
）

▽
門
真

榎
本

進（
４
・
１
）

▽
藤
井
寺

苺
谷
英
男（
４
・
１
）

▽
宮
津

岡
�
正
美（
４
・
１
）

▽
八
幡

鴨
田

隆（
４
・
１
）

▽
京
丹
後

安
田

剛（
４
・
１
）

▽
守
山

小
嶋
宣
秀（
４
・
１
）

▽
栗
東

北
野
一
郎（
４
・
１
）

▽
湖
南

中
藪
定
次（
４
・
１
）

▽
西
宮

高
平
秀
男（
４
・
１
）

▽
伊
丹

溝
端
義
男（
４
・
１
）

▽
三
田

井
上
正
平（
４
・
１
）

▽
南
あ
わ
じ

稲
山
昜
二（
４
・
１
）

▽
朝
来

山
下
孝
晴（
４
・
１
）

▽
桜
井

中
川
行
央（
４
・
１
）

▽
田
辺

福
井
量
規（
４
・
１
）

▽
紀
の
川

吉
田

弘（
４
・
１
）

▽
境
港

山
本

修（
４
・
１
）

▽
倉
敷

池
田
一
男（
４
・
１
）

▽
真
庭

池
亀

進（
４
・
１
）

▽
美
作

安
藤

清（
４
・
１
）

▽
呉

芝
山
公
英（
４
・
１
）

▽
大
竹

太
田
勲
男（
４
・
１
）

▽
山
口

木
村
義
明（
４
・
１
）

▽
美
祢

金
子

彰（
４
・
１
）

▽
徳
島

池
田
建
市（
４
・
１
）

▽
阿
南

眞
本
靜
生（
４
・
１
）

▽
善
通
寺

川
向

武（
４
・
１
）

▽
東
か
が
わ

坂
東
秀
明（
４
・
１
）

▽
松
山

松
井

豊（
４
・
１
）

▽
今
治

村
上
公
哉（
４
・
１
）

▽
八
幡
浜

菊
池
敏
和（
４
・
１
）

▽
新
居
浜

神
野
盛
雄（
４
・
１
）

▽
西
条

明
日
昭
歓（
４
・
１
）

▽
四
国
中
央

石
川
良
親（
４
・
１
）

▽
伊
予

早
�
隆
壽（
４
・
１
）

▽
西
予

九
鬼
則
夫（
４
・
１
）

▽
南
国

中
山
泰
夫（
４
・
１
）

▽
北
九
州

加
藤
憲
冶（
４
・
１
）

▽
中
間

谷
川

博（
４
・
１
）

▽
小
郡

田
篭
義
弘（
４
・
１
）

▽
大
野
城

見
城
良
春（
４
・
１
）

▽
多
久

本
島
和
典（
４
・
１
）

▽
小
城

南

末
春（
４
・
１
）

▽
諫
早

早
田

実（
４
・
１
）

▽
八
代

坂
田
憲
治（
４
・
１
）

▽
水
俣

牛
迫
秀
基（
４
・
１
）

▽
玉
名

松
岡
誠
也（
４
・
１
）

▽
大
分

宮
脇
邦
文（
４
・
１
）

▽
別
府

岩
本
常
雄（
４
・
１
）

▽
臼
杵

吉
田
修
二（
４
・
１
）

▽
豊
後
高
田

増
田
正
義（
４
・
１
）

▽
宇
佐

有
吉
正
則（
４
・
１
）

▽
宮
崎

佐
野
充
徳（
４
・
１
）

▽
霧
島

成
枝
靖
夫（
４
・
１
）
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